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屋
外
使
用
を
想
定
し
た
ト
ド
マ
ツ
防
腐
 

防
蟻
処
理
方
法
の
開
発
に
つ
い
て
 

株
式
会
社
ザ
イ
ェ
ン
ス
 
技
術
開
発
部
 
リ
ー
ダ
ー
 

重

留

 

圭
 

一
．
は
じ
め
に
 

政
府
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
温
室
 

効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
 

に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ユ
ー
ト
ラ
ル
を
目
 

指
す
こ
と
を
官
喜
ロ
し
て
い
る
。
 

樹
木
は
大
気
中
の
c
o
2
を
吸
収
し
 

て
成
長
し
、
伐
採
後
は
建
築
資
材
や
土
 

木
資
材
と
し
て
利
用
さ
れ
、
や
が
て
廃
 

棄
さ
れ
た
際
に
水
と
c
o
2
に
分
解
さ
 

れ
て
大
気
中
の
炭
素
収
支
は
ゼ
ロ
に
な
 

る
、
い
わ
ゆ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ー
フ
 

ル
な
材
料
で
あ
る
。
木
材
の
積
極
的
利
 

用
、
か
つ
長
期
間
の
使
用
に
よ
り
炭
素
 

固
定
期
間
が
確
保
さ
れ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
 

ユ
ー
ト
ラ
ル
政
策
の
貢
献
に
つ
な
が
る
。
 

一
方
、
樹
木
は
あ
る
程
度
成
長
す
る
と
 

c
o
2
吸
収
能
力
が
落
ち
る
た
め
、
適
 

齢
期
で
伐
採
し
、
植
林
お
よ
び
育
林
に
 

よ
る
適
切
な
森
林
管
理
を
行
っ
て
い
く
 

こ
と
が
国
土
保
全
の
観
点
か
ら
も
非
常
 

に
重
要
と
な
る
。
 

国
産
材
に
お
い
て
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
 

キ
が
建
築
資
材
と
し
て
古
く
か
ら
利
用
 

さ
れ
て
き
た
が
、
広
大
な
森
林
面
積
を
 

有
す
る
北
海
道
に
お
い
て
は
カ
ラ
マ
ツ
 

や
ト
ド
マ
ツ
が
多
い
。
と
り
わ
け
ト
ド
 

マ
ツ
の
森
林
蓄
積
量
が
最
も
多
く
、
人
 

工
林
、
天
然
林
あ
わ
せ
て
道
内
総
蓄
積
 

量
の
約
四
分
の
一
、
針
葉
樹
蓄
積
の
約
 

半
分
を
占
め
る
。
道
内
人
工
林
八
〇
万
 

m
の
う
ち
約
半
分
の
面
積
を
占
め
、
伐
 

採
適
齢
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
（
図
1
）。 

ト
ド
マ
ツ
を
有
効
に
長
期
間
使
用
す
る
 

こ
と
は
、
北
海
道
の
森
林
事
業
の
み
な
 

ら
ず
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
政
策
 

に
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

ト
ド
マ
ツ
は
内
装
用
途
を
は
じ
め
と
 

す
る
建
築
資
材
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
 

が
、
耐
久
性
が
低
い
た
め
屋
外
用
途
や
 

土
木
資
材
と
し
て
使
用
す
る
に
は
適
切
 

な
防
腐
防
蟻
処
理
が
必
要
で
あ
る
。
し
 

か
し
、
薬
剤
浸
透
性
が
悪
く
、
薬
剤
を
 

加
圧
注
入
処
理
し
て
も
木
材
内
部
へ
含
 

浸
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
屋
 

外
用
途
で
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
 

防
腐
防
蟻
処
理
の
基
準
は
、
製
材
の
 

日
本
農
林
規
格
や
そ
れ
に
該
当
す
る
優
 

良
木
質
建
材
等
認
証
制
度
（
A
Q
）
で
 

定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
規
格
の
中
 

で
ト
ド
マ
ツ
は
耐
久
性
が
低
い
樹
種
群
 

に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
基
準
を
満
た
 

す
深
さ
ま
で
薬
剤
を
含
浸
さ
せ
る
た
め
 

に
は
、
注
入
前
に
木
材
に
イ
ン
サ
イ
ジ
 

ン
グ
と
い
う
前
処
理
を
行
う
必
要
が
あ
 

る。 イ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
は
、
木
材
保
存
分
 

野
で
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
技
術
 

で
あ
る
が
、
ト
ド
マ
ツ
の
防
腐
防
蟻
性
 

能
基
準
を
満
た
す
た
め
の
イ
ン
サ
イ
ジ
 

ン
グ
技
術
は
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
 

北
海
道
で
蓄
積
量
が
最
も
多
い
ト
ド
マ
 

ツ
に
つ
い
て
、
屋
外
用
途
で
も
安
心
し
 

て
使
用
で
き
る
防
腐
防
蟻
性
能
を
付
与
 

す
る
た
め
、
ト
ド
マ
ツ
に
対
す
る
イ
ン
 

サ
イ
ジ
ン
グ
処
理
の
検
討
を
行
っ
た
。
 

な
お
、
本
件
は
二
〇
二
二
年
六
月
 

二
四
日
の
c
o
N
E
C
T
2
0
2
2
に
 

て
発
表
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
 

あ
る
。
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町
 

二
．
保
存
処
理
性
能
区
分
 

屋
外
使
用
に
際
し
て
は
、
日
本
農
林
 

規
格
（
J
A
s
）
の
K
4
ま
た
は
（
公
 

財
）
日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
 

で
扱
わ
れ
て
い
る
優
良
木
質
建
材
等
認
 

証
（
A
Q
）
の
一
種
で
規
定
さ
れ
て
い
 



表2 心材の耐久性区分 

心材の 

耐久性区分 
樹種 

ヒノキ、ヒバ、スギ、カラマ 
ッ、ペイヒ、べイヒバ、べイ 

マッ、ダフリカカラマッ、サ 

Dl 
イプレスパイン、ケャキ，ク 
リ、クヌギ、ミズナラ、カ 
プ―ル、セランガンバッ、ア 
ピトン、ケンバス、ボンゴシ、 
イペ、ジャラ 

D2 旧以外の樹種 

表l JAS及びAQの保存処理性能区分と用途の目安 

JAS 

（木蕊21,3(1995)dzり） 讐 
木材の用途 

性能 

区分 

AQ 
解説 

（（公財）日本住宅・木材技妬センターHP責料より） 

誉麟箔襲類麗留認費所 Ki 屋内の防虫性能が 
必要な部材 

畿歌麟農夢る条件下で・ K2 北海道など寒冷地域での 
建物の土台，部材等 

っI番 
Jl＝ 

比較的寒冷な地域で1屋内ゃ地面に 

接しない用途向けの性能 

離2歌麟繋響夢る条件下で・ KS 建物の土台，部材等 2 種 屋内ゃ，地面に接しない用途司i-a)性能 

誓濃器農器真響1のある条件下 K4 屋外で使用する場合 1I番 
'1王 

極めて高度な耐久性が要求される用途 

向けの性能 

畿駿麟婆鷺る環境下で’ K5 彫に唖用する場合 

D2樹種短辺90n1n以上 D2樹種短辺9('lIn未満 0l樹種 

(1 一－議 
折

辺材 

表層20m以内 

80％以上 

80％以上 

表層1Dm以内 

80％以上 

80%以上 

表層1()m以内 

80％以上 

辺材部浸潤度 80％以上 

心材部浸潤度 

図2 JAS K4(AQl種）の浸潤度基準 

る
性
能
基
準
を
満
た
す
製
品
が
使
わ
れ
 

て
い
る
（
表
1
）。 

ま
た
、
樹
種
の
心
材
耐
久
性
区
分
に
 

よ
り
防
腐
・
防
蟻
薬
剤
の
浸
潤
度
や
吸
 

収
量
が
性
能
区
分
に
よ
り
異
な
り
、
J
 

A
s

で
規
定
さ
れ
て
い
る
D
2
樹
種
に
 

該
当
す
る
ト
ド
マ
ツ
は
、
ス
ギ
や
カ
ラ
 

マ
ッ
等
の
D
l
樹
種
よ
り
も
心
材
の
耐
 

久
性
が
劣
る
た
め
、
薬
剤
の
浸
透
範
囲
 

を
よ
り
深
く
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
（
表
2
、
図
2
）。 

従
来
よ
り
も
深
く
薬
剤
を
浸
透
さ
せ
 

る
た
め
、
ト
ド
マ
ッ
用
の
新
し
い
イ
ン
 

サ
イ
ジ
ン
グ
刃
を
開
発
し
、
薬
剤
の
浸
 

透
性
向
上
効
果
を
確
認
し
た
。
 

三
イ
ン
サ
釦
H
制
J
 

一

〇

〇

皿

 

角
の
ト
ド
マ
 

ツ
製
材
を
用
 

い
、
従
来
の
 

イ
ン
サ
イ
ジ
 

ン
グ
で
深
さ
 

一
〇
皿
か
つ
 

一2m
あ
た
り
 

四
、
六
八
」
一
 

個
と
な
る
よ
 

う
処
理
し
、
 

新
し
い
イ
ン
 

サ
イ
ジ
ン
グ
 

で
は
深
さ
一
一
 

〇
皿
か
つ
一
 

】m
あ
た
り
一
、
 

六
〇
五
個
と
 

な
る
よ
う
処
 

理
し
た
（
図
 

3
、
図
4
）。 

ト
ド
マ
ツ
 

用
イ
ン
サ
イ
 

ジ
ン
グ
は
深
 

枷
 

~ I ‘ 、 
言’ 

げ→~ 
15mm 

一
 l l l i 

I I I I 

E
E
o
N
 

図4 新インサイジング刃 

（左：試作初期刃、右：試作最終刃） 

図3 従来インサイジング刃 

図5 注入処理後のインサイジング穴の外観 

（上段：試作初期刃、下段：試作最終刃） 

さ
一
五
ー
二
〇
皿
が
必
要
と
な
り
、
イ
 

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の
穴
が
従
来
よ
り
大
き
 

く
な
る
た
め
、
従
来
と
同
様
の
穴
の
密
 

度
で
は
木
材
強
度
が
大
き
く
低
下
し
て
 

し
ま
う
。
密
度
を
減
ら
し
つ
つ
適
切
な
 

浸
潤
性
能
を
確
保
で
き
る
最
適
条
件
を
 

確
立
さ
せ
た
。
ま
た
、
刃
の
形
状
を
改
 

善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
処
理
後
も
穴
の
 

跡
が
目
立
た
な
い
よ
う
に
仕
上
げ
た
 

（
図
5
）。 

四
．
加
圧
注
入
処
理
 

木
材
含
水
率
を
三
〇
％
以
下
と
な
る
 

よ
う
に
養
生
し
、
水
溶
性
防
腐
防
蟻
薬
 

剤
で
あ
る
ペ
ン
タ
キ
ュ
ア
E
c
o
3
0
 

(J
I
S
K
l
5
7
O
A
Z
N
A
に
該
当
）
 
で、 
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」H
の
＞
ゆ
8
N
に
規
定
さ
れ
て
い
る
ベ
セ
 

ル
法
に
準
拠
し
注
入
処
理
し
た
。
 

五
，
薬
剤
の
浸
透
性
向
上
化
 

A
Q
屋
外
製
品
部
材
一
種
の
性
能
区
 

分
に
の
っ
と
り
、
表
層
二
〇
皿
以
内
の
 

心
材
部
お
よ
び
辺
材
部
浸
潤
度
が
八
〇
 

％
以
上
と
な
る
か
を
、
木
材
断
面
に
呈
 

色
液
を
塗
布
し
、
青
色
の
変
色
部
位
を
 

薬
剤
浸
透
範
囲
と
し
て
確
認
し
た
。
 

従
来
の
イ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
で
は
表
層
 

二
〇
皿
以
内
の
心
材
部
浸
潤
度
が
八
〇
 

％
未
満
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
新
イ
 

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
で
は
表
層
二
〇
皿
以
内
 

の
心
材
部
浸
潤
度
が
ほ
ぽ
九
〇
％
以
上
 

と
な
り
、
安
定
し
た
浸
潤
性
能
を
得
る
 

こ
と
が
で
き
た
（
図
6
）。 

r 
霞 

図6 新旧インサイジングによる浸潤度比較 

（左：従来インサイジング 右：新インサイジング） 

','“に．つ～ 

－与 一 11 

~注『叱4J 
- '' 

，予 

ま
た
、
新
し
い
イ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
刃
 

で
深
さ
二
〇
皿
の
穴
を
あ
け
て
も
、
木
 

材
の
強
度
低
下
は
製
材
J
A
s
規
定
の
 

イ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に
よ
る
強
度
低
下
が
一
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以
下
と
い
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お
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阿寒摩周国立公園・阿寒湖畔（北海道） 

～ー通 
富士箱根伊豆国立公園（山梨県） 

／ー 

利尻礼文サロベツ国立公園・姫沼（北海道） 

り
、
か
つ
穴
の
周
辺
で
バ
リ
等
は
見
ら
 

れ
ず
、
素
材
へ
の
影
響
を
抑
え
ら
れ
て
 

」
ハ
．
最
後
に
 

い
る
。
 

1，・ニ；=“. 

雲仙天草国立公園（長崎県） 

早一 

弊
社
で
は
既
に
ス
ギ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
 

ヒ
ノ
キ
に
お
い
て
A
Q
屋
外
製
品
部
材
 

一
種
と
し
て
認
証
を
受
け
て
お
り
、
各
 

国
立
公
園
等
で
木
橋
、
木
道
、
デ
ッ
キ
 

等
を
採
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
 

二
〇
二
一
年
四
月
に
新
た
に
ト
ド
マ
 

ツ
も
追
加
さ
れ
た
た
め
、
新
し
い
イ
ン
 

サ
イ
ジ
ン
グ
処
理
技
術
を
活
か
し
、
従
 

来
か
ら
取
り
扱
っ
て
い
る
ス
ギ
や
カ
ラ
 

マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
と
共
に
、
北
海
道
に
お
 

け
る
ト
ド
マ
ツ
の
屋
外
で
の
利
用
拡
大
、
 

さ
ら
に
は
木
材
利
用
を
通
じ
て
カ
ー
ボ
 

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢
献
し
て
い
き
た
 

い。 重
留
 
圭
●
し
げ
と
め
 
け
い
 

株
式
会
社
ザ
イ
ェ
ン
ス
 
技
術
開
発
部
リ
ー
 

ダ
ー
。
 

鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
 

創
業
一
〇
〇
周
年
を
超
え
る
防
腐
防
蟻
処
理
 

木
材
メ
ー
カ
ー
に
て
木
材
防
腐
防
蟻
処
理
薬
 

剤
並
び
に
処
理
技
術
の
開
発
・
改
良
に
従
事
。
 

木
材
分
野
に
お
け
る
新
し
い
技
術
開
発
に
チ
 

ヤ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
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